



































① 企業 (businessenterprise) 
① 会計担当者 (anaccounting staff) 
① 会計責任者 (achief accour.tant) 
① 内部監査人および外部監査人 (internaland external auditors) 
① 会計機器 (accountingmachines)，例えば EDP装置 (electronicdata 
processing equipment) 
① 仕訳帳および元帳(journalsand ledgers) 
同 NortonM. Bedford & Vahe Baladouni，“A Communication Theory Approach to Ac-








(刈 NortonM. Bedford & Vahe Baladouni， op. cit.， p. 651.ただし，彼等が列挙したも
のに若干，追加・補足している。
コミュニケーションとしての会計ディスクロージャー(2 ) 35 
① 会計ルールおよび会計概念 (accountingrules and concepts) 
① 株主，債権者およびその他の利害関係者 (stockholders， creditors 
and other interested parties) 
① 諸取引およびインプットされるコスト (varioustransactions and in-
puted costs) 




































































コミュニケーションとしての会言十ディスクロージャー (2) 37 
図3ー1に示された各構成要素の位置は図 2-9のそれと同じであり， E
























。1) Norton M. Bedford & Vahe Baladouni， Op. cit.， p.654.なお，ベッドフォードお
よびパラドウニは会計担当者」に，内部監査人のみならず外部監査人をも含めてい
る。
(功 NortonM. Bedford & Vahe Baladouni， op. cit.， p. 653. 
38 経営と経済
(iv) UとEEとの相互関係は，主としてUの観点から， U→EEの関係と






















































































。功4) Norton M. Bedford & Vahe Baladouni， Op. cit. p. 654. 
















































































































(36) Norton M. Bedford & Vahe Baladouni， Op. cit.， p. 654. 

























。7) Norton M. Bedford & Vahe Baladouni， Op. cit.， p. 655. 
仰) 主観性については，拙稿「コミュニケーションとしての会計ディスクロージャー(1)J











































































































































































































明「企業内容開示制度に関する基礎的考察J(会計121巻 2号， 1982年 2月， 37~52頁)
がある。

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































スの再検討(二) 一一会計士の観察プロセスの検討一一」商学論集45巻 4号 (1977









































。1) Norton M. Bedford & Vahe Baladouni， op. cit.， p. 654. 
例 NortonM. Bedford & Vahe Baladouni， op. cit.， p. 655. 





















































加) F ASB， Statement of Financial Accounting Concepts No. 5: Recognition and 
Measurement in Financial Statement of Business Enterprises， December 1984， paras. 
63-65. 
例 FASBは， I会計情報は，目的適合的で信頼しうるものであるべきであるJ(FASB， 
Statement of Financia1 Accounting Concepts No. 2 : Qua1itative Characteristics of Ac-
























(46) 拙著『アメリカリース会計論』多賀出版， 1986年， 333頁および拙稿「リース会計理
論の基礎的会計概念J会計132巻2号 0987年8月)， 36~38頁。
54 経営と経済
以上のことから，会計処理システムにインプットされる時点での会計事象
は，いかなる種類の資産，負債，資本，収益，費用，利益または損失に増減
変化を生ぜしめるのかについての認識(定性的認識)と，金額的にいかなる
大きさの増減変化を生ぜしめるのかについての認識(定量的認識)とが，合
理的な信頼性をもって可能である事象ということになる。最後に，まとめと
して，経済事象の認知プロセスを整理して図示すると，前頁のようになる(図
3 -4)。
(未完)
